
資料６－２

民間技術者の人材育成・普及
向 組に向けた取り組み

〔建設機械ＷＧ 報告〕〔建設機械ＷＧ 報告〕
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技術者の育成（課題２２～２４）

「情報化施 推進戦略 重点 標「情報化施工推進戦略」 重点目標

① 情報化施工の普及に関する重点目標

直轄の道路土工、舗装工、河川土工の各工事について、大規模の ① ICT設計データの作成

研修内容の設定

工事については2010年度までに、中・小規模の工事については
2012年度までに、情報化施工を標準的な施工・施工管理方法として
位置づける。

②機器・システムの普及に関する重点目標

① 設計デ タの作成
②重機設定
③ICTシステム機器の利用
④ICT施工管理②機器 システムの普及に関する重点目標

情報化施工機器を容易に装着できるオプション設定機種の拡大す
る。さらに、重点目標①の実現のために必要となる情報化施工機器
を搭載した建設機械（ブルドーザ、グレーダ、油圧ショベル）が調達可
能な環境を整備する。

⑤ICT施工

能な環境を整備する。

③人材育成に関する重点目標

重点目標①の実現のために必要となる情報化施工機器・システム
に対応できる人材を育成する。

研修会の実施

（平成20年7月開始、コース設置・整備、
建機導入）に対応できる人材を育成する。 建機導入）

図－１ 人材育成のための情報化施工研修会の設置・運営開始

座学による研修 建機・基地設定 TS出来形管理 ICT施工（MG)ICT施工（MC)
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情報化施工研修会の実施状況

月 概ね 回／月 開催
種別 備考

第1回 研修会
第2回 研修会
第3回 企業研修
第4回 研修会
第5回 研修会 ロ ラ追加

年度/回数

H20

研修会の開催回数：17回 H20.7月～ 概ね１回／月の開催

第5回 研修会 ローラ追加
第6回 研修会 MG
第7回 研修会 グレーダ、ブル導入
第8回 企業研修
第9回 企業研修
第10回 研修会
第11回 研修会
第 回 研修会H21 第12回 研修会
第13回 発注者研修会 国交省向け
第14回 企業研修
第15回 研修会
第16回 研修会
第17回 研修会

H21

測量機器
メーカ
3%

コンサルタ
ント会社

2%

その他
７％

レンタル会

施工会社
14%

その他
5%

施工会社
53%

土工専門会
社
4%

建機メーカ

（H20～H21年の累計）

218名 建機メーカ
16%

ンタ 会
社
11%

（H20～H21年の累計）

101名建機 カ
9%

レンタル会
社

22%

測量機器
メーカ
2%

公務員
52%

名

図－２ 情報化施工研修会の実績

「情報化施工研修会」受講者数 （実務コース、2日間） 「情報化施工研修会」受講者数 （体験コース、1日間）
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情報化施工研修会の実施状況

位置情報電送

現在位置感知 バルブの作動設計座標照合 高さ偏差指示

設計座標データ

位置感知
X,Y,Z（Survey）

自動追尾

高さ偏差指示

設計座標デ タ

AMP

デデ マシンコントロ ルなどの仕組みマシンコントロ ルなどの仕組み

図－３ 座学（ICTの仕組み、設計データ作成等）

設計データ作成設計データ作成 マシンコントロールなどの仕組みマシンコントロールなどの仕組み

TSTS出来形管理出来形管理GNSSGNSSの設置や機器設定の設置や機器設定

図－４ 測量機器の操作、TS出来形管理の研修状況
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情報化施工研修会の実施状況

建機新規導入（建機新規導入（H21.5H21.5月～）月～） 建機新規導入（建機新規導入（H21.5H21.5月～）月～）

グレーダ（GD655PX）

運転質量：16.5t

ブレード：3,710mm

ブルドーザ（D31PX）

機械質量：8.5t

幅：2,875mm

図－５ マシンコントロール技術の研修状況

, ,

図－６ マシンガイダンス技術の研修状況 5



普及のための情報発信（課題２７）

ポ【 平成２１年度 建設施工と建設機械シンポジウム 】
情報化施工セッション（基調講演）の報告

【開催日時】平成２１年１１月１１日（水） 14:10～16:50
【開催場所】機械振興会館 地下２階ホール（定員250名）
【演題：実務者に聞く情報化施工の実際】

【開催日時】平成２１年１１月１１日（水） 14:10～16:50
【開催場所】機械振興会館 地下２階ホール（定員250名）
【演題：実務者に聞く情報化施工の実際】【演題：実務者に聞く情報化施工の実際】【演題：実務者に聞く情報化施工の実際】

１．「米国の情報化施工の現状・事例紹介」

２．「情報化施工の普及推進について」

３．「中・小規模の建設工事における情報化施工の取り組み」

４．「大規模工事における情報化施工の導入事例」

５．「人材育成のための情報化施工研修会」

６ 基調講演 「情報化施工は有用か？」６． 基調講演 「情報化施工は有用か？」

参加者:約250名参加者:約250名
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普及のための情報発信（課題２７）

ガ ブ【 情報化施工ガイドブック２００９ 】

「情報化施工推進戦略」の目標を達成するため、情報化施工に携わる人材の育成

の一環として、「情報化施工ガイドブック２００９」を発刊。 社団法人 日本建設機械化協会

◆内容

第１章 情報化施工の動向第１章 情報化施工の動向

情報化施工技術の変遷、情報化施工技術の種類、情報化施工の特徴、情報化施工推進戦略等

第２章 マシンガイダンスシステム（ＭＧ）

ＭＧの概要、ショベルＭＧの実施手順、ＭＧ用設計データの作成等

第３章 マシンコントロールシステム（ＭＣ）

ＭＣの概要、ＭＣの実施手順、ＭＣ用設計データの作成等

第４章 締固め情報化施工

締固め情報化施工の概要、締固め情報化施工の実施手順、締固め情報化施工に必要な機器

第５章 ＴＳ（トータルステーション）出来形管理

ＴＳ出来形管理の概要、施工計画書、基準点の設置、基本設計データの作成、出来形計測等

第６章 用語解説

第７章 参考資料

情報化施工推進戦略

•国土交通省が定めた情報化施工に関する各種要領を踏まえた内容

図 写真 表を使い読みやすく理解しやすい構成

－ 特 徴 －

•図、写真、表を使い読みやすく理解しやすい構成

•実用化されている主要な技術を中心に最新の情報化施工技術も含めて紹介

•用語解説及び参考資料として情報化施工推進戦略を掲載 7



普及のための情報発信（課題２７）

【 情報化施工技術紹介ホームページ作成 】

http://www.jcmanet.or.jp/new/2009/kensyukai1130_01.htmlhttp://www.jcmanet.or.jp/new/2009/kensyukai1130_01.html
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普及のための情報発信（課題２７）

【 情報化施工技術紹介ホームページ作成 】

http://www.jcmanet.or.jp/new/2009/kensyukai1130_01.htmlhttp://www.jcmanet.or.jp/new/2009/kensyukai1130_01.html

従来の施工方法 情報化施工技術の紹介 情報化施工技術の効果

導入に向けた教育は？ 機器類の調達は？
•情報化施工機器メーカへのリンク•情報化施工研修会の紹介 情報化施工機器メ カへのリンク

測量機器メーカ ／ 建設機械メーカ

レンタル会社 ／ ソフトウェア会社

情報化施工研修会の紹介
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